
C
O

P
Y

 

C
O

P
Y

2023.9.14 06-08-0243,02-01-0269 1/2 2023.9.14 06-08-0243,02-01-0269 2/2

〒 584-0069 大阪府富田林市錦織東 3-5-16
TEL:0721-25-1357 FAX:0721-24-5059 URL http://www.takegawa.co.jp

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。
使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。
万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎アルマイト製品は経年変化により、色褪せ等発生する場合があります。予めご了承下さい。
◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合があります。予めご了承下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも
　一切負いかねます。
◎製品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎製品には、エッジや突起がある場合があります。必ず作業手袋を着用し作業を行って下さい。
　(説明書内で作業手袋未着用の写真がある場合でも、作業時は作業手袋等を着用して下さい。)
◎レバー調整部のベアリングは鉄製です。電蝕等で錆が発生する可能性があります。必ず錆防止し、定期的に防錆処理を
　行って下さい。
　（青空駐車、雨天後や洗車後等水分が付着した場合は頻繁に行う事をお薦めします。）

ビレットレバー (可倒式 )取扱説明書

■作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）
■規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。
　（ボルト及びナットの破損、脱落の原因となります。）
■製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、作業手袋等を着用し手を保護して作業を
　行って下さい。（ケガの原因となります。）
■作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。
　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
■レバーの操作の際は必ずグローブを装着し、操作を行って下さい。

注意
この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が
想定される内容を示しています。

警告
この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡、重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

■走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　(事故につながる恐れがあります。)
■レバーは転倒時のみに折れ曲がるような強さに調整して下さい。
　(軽い力で折れ曲がると操作不能による事故につながる恐れがあります。)

適応車種 製品番号

弊社製マスターシリンダー装着車
R. レバー：06-08-0243

< 適応品番 >

フロントブレーキマスターシリンダー ASSY.:06-08-1169
L. レバー：02-01-0269

クラッチマスターシリンダー ASSY.:02-02-2102/02-02-2103/02-02-2107

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品及び価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料及び加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後 1ヶ月以内を限度と
　して、修理又は交換させて頂きます。
　但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる
　一切の費用は対象となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

～特　徴～

転倒した際にレバーが折損する事を防ぐ為、レバーの部分が折れ曲がる可倒式のレバーです。
レバーの位置が調整出来るアジャストレバーを装備し、6段階の調整を可能としています。

製品内容

■取り付け要領　※特に記載の無い細部の取り付け方法や規定トルクにつきましては、純正サービスマニュアルを
　　　　　　　　　参照して下さい。

○レバーの取り付けが完了すれば、可倒部のネジを締め
　込みレバーが折れ曲がる強弱を調整します。

警告：レバーは転倒時のみに折れ曲がるような強さに

　　　調整して下さい。軽い力で折れ曲がると操作

　　　不能により事故につながる恐れがあります。

○取り付けが完了すればレバー位置の調整を行って下さい。
　(1 が最も近く 6が最も遠くなります。)
※写真は 1の位置です。
　また取り付け後直ぐに運転せず、レバーの位置の確認を
　充分に行い感覚を慣らしてから運転を行って下さい。

部　品　名 個数

レバー 1

◎弊社製マスターシリンダー ASSY. が取り付けられている
　事を前提とします。
〇マスターシリンダー ASSY. より 6角ナット、ピボット
　ボルトを外しレバーとスプリングを取り外します。
※ 6角ナット、ピボットボルト、スプリングはよく点検
　した上で再使用して下さい。磨耗や損傷がある場合は
　必ず新品に交換して下さい。

※裏側にナットがあるのでスパナ等で固定し、作業を
　行なって下さい。

ネジ

調整の数値が
大きい程遠くなる

〇アルミビレットレバーにスプリングをセットし、
　ピボットボルトで取り付け規定トルクにて締め付けます。
※取り付けの際、各摺動部に少量のグリスを塗布して
　下さい。

〇ピボットボルトを保持しながら 6角ナットを取り付け
　規定トルクにて締め付けます。

　 注意：必ず規定トルクを守る事。

ピボットボルト

　トルク：9.8N・m（1.0kgf・m）

注意：クラッチレバーの場合、近い位置に調整した際、

　　　レリーズピストンのストロークが不足し、

　　　クラッチが切れない事があります。

　　　レバー位置の調整後、クラッチが切れる事を

　　　確認して下さい。

　 注意：必ず規定トルクを守る事。

6角ナット

　トルク：9.8N・m（1.0kgf・m）

レバー位置の
調整つまみ




